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ICTを活用した
新しい時代の学校教育の在り方
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神野 元基
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株式会社COMPASS
ファウンダー神野 元基

・北海道網走市出身

・慶應義塾大学在学中より起業家として活動

・2010年シリコンバレーで起業

・2012年八王子で学習塾COMPASSを開校

・2014年 AIドリル Qubena(キュビナ) の開発に着手

・2019年中央教育審議会臨時委員に就任
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Society5.0と新学習指導要領
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Society5.0の到来による、くらしやはたらき方の変化を見据えて
学習指導要領についてもそれに合わせて改定が行われた

-令和２年１月文部科学省「学校情報化のこれまでの動きについて」より引用-



AIドリル キュビナ
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Qubenaだけで小学算数、中学数学、高校数学ⅠAⅡBを全てカバー

一般的な教科書の内容をカバーしています。
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・学習指導要領にある単元を全てカバー
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先生からの
説明



2018年度経済産業省「未来の教室」実証事業
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千代田区立麹町中学校で、2018年9月～2019年3月の期間で実施



Qubena数学による授業の変化
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一見にぎやかに見える風景だが、わから
ないときに周りの生徒に教えてもらうこ
とで対話を通した学習が存在している。

集団指導では授業の流れを止めるのをた
めらい質問ができなかった生徒でも、わ
からないときにすぐに先生に質問ができ
る環境ができた。

単元テストの平均点が10点ほど上がり、
成績が3から5に上がった生徒も。

今まで授業への参加を自ら諦めていた生
徒が積極的に学習に臨むようになった。

発展クラスでもQubenaでの学習を希望
する生徒もいて、スタート時より利用
生徒は増えている。

個別学習はモチベーションが高くないと
続かないため、先生は、生徒のモチベー
ションをどのように上げるかを考え、授
業中は声がけに集中している。

集団授業だと置いてかれてしまう生徒
が生じるのを個別学習で防げている。

生徒たちによる主体的で対話的な学び 生徒同士で教えあい学習を進める 先生に積極的に質問できる学習環境へ 生徒のモチベーションを高める声がけ

ＡＩ型の学習教材というと画一的で詰め込み型の学習だと誤解されがちだが
授業では生徒による主体的で対話的な学びが繰り広げられ、先生の生徒への関わり方も大きく変化した



Qubena数学による学習効率化

11



Qubena数学による学習効果
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STEAM授業での生徒の様子
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STEAMの時間では9コマの数学の時間を使って、数学的知識と最先端のテクノロジーを使用し、
ロボットやドローンのプログラミング操作や３Dプリンタを使った制作など３種類の課題を扱った
数学とテクノロジーが実社会においてどのように活用されているかその意義について学んだ

最先端のテクノロジーと数学が社会にお
いてのどのように使われているかを学ぶ。

ドローンを使ったワークショップでは内
容の検討から授業まで数学科の先生主体
で行った。

グループで協力しながら課題を解いて
いく。生徒同士で教えあったり、議論
をしたりと真剣に取り組む様子が見ら
れた。

課題が早くおわったグループは、自ら
課題を設定して、より難易度の高い課
題にチャレンジするなど積極的な姿が
見られた。

全てのワークショップで、数学的知識
を使用する課題を設定した。数学を実
践的に活用して課題を解くことで、数
学の社会的意義を体感してもらった。

数学と社会の繋がりを学ぶ グループで協力しながら課題を解決 課題を終えた生徒はさらに先の学習へ数学の知識とテクノロジーを使う



2019年度経済産業省「未来の教室」実証事業
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Qubena英語による学習効果

15

・主に「不定詞」を学ぶ〈Program6〉を学習するために
必要な時間は10〜13時間（平均11.5時間）かかるところ、
すべてのクラスが8時間で修了
・続いて主に「動名詞」「文型」を学ぶ〈Program7〉を
学習するために必要な時間は9〜12時間（平均10.5時間）
かかるところ、すべてのクラスが8.5時間で修了
・授業時間数にして2割～3割の短縮を行うことができた。

・アプリを使って学習した単元のテストの偏差値が、アプ
リ利用前の単元テストの偏差値よりも向上
・また利用していない単元では相対的に下がっている。こ
れらによってアプリ利用により、成績の向上が認められた
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利用者数

200,000人
以上

利用自治体数

100自治体
以上

特別支援
ギフテッド

フリースクール
不登校向け
など

GIGAスクール構想での一人一台環境整備やコロナ禍でのオンライン学習需要により
今年度、自治体や私立学校などで大きく普及

また、特別支援学校やフリースクールなど多様な学習環境へも広がっている

Qubenaの普及状況
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ICTを授業で活用することによって教科学習の知識・技能習得を効率的に実施
課題解決型学習などを行う時間を創出する

ICT活用で期待される授業イメージ

標準授業時数

(学校教育法省令：中1の例)

ICTを活用して

知識・技能の習得を効率化

創出された時間で

課題解決型学習・STEAMなど
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新しい時代の学校教育の実現に向けて

①教科学習の効率化（個別最適化）
・教科学習にICTを導入し、知識・技能の習得を効率的に行う
・インフラ整備だけでなく、“どのソフトウェア”を“どう使うか”が重要なポイントとなる

②課題解決型学習・STEAM教育の充実（探究型学習）

・スクールポリシーに基づき外部人材との連携や先端技術の利用により特色あるカリキュラムを実施する
・教科学習だけでなく、探究型学習においてもICTをフル活用する

③新しい時代の学校教育全体をデザイン

・学校教育全体において、ICTをどのように活用していくか/どう浸透させていくか、様々な場面で外部人材を
どのように登用/連携していくかなど、新しい時代の学校教育のデザイン者（教育CIOなど）が必要となる






